






































上げてみたい。 ヨーロッパでキ リス トの磔刑
図が登場す るのは,5世 紀頃のようだが,そ





描かれておらず,向 かって右側(キ リス トの
左腕)のす ぐ下に白い半月らしい形が見える
だけである。だから一見するだけでは月だけ












































現 されたのか,ど のように継承され,ど う姿
を変えていくのか。これには,まず探す楽 し
みが加わる。 とりあえず太陽か月を探す。そ
れらしく見えるものは本当に太陽や月として
描かれたのか。なぜ,ど のような意味をもつ
のか。見るだけで見当がつかなければ,背景
を調べてみればいい。まさにこのような実践
の軌跡が本書である。作品や背景にまつわる
叙述世界が広がって行き,確 かに美術史の楽
しみ方を示 していると思 った。
エッセイ風の著者の気ままな作品選択では
なく,歴史と地域的広がりへと誘うものとなっ
ている。太陽や月は歴史や地域を越え,し か
も重要な存在であり続けるもので,そ の表現
にどのような想いが託 されてきたか。まさに
関心を捕 らえて離さないテーマである。 ヨー
ロッパ美術だけでな く,イン ドや中国,当然
日本にあっても特有の表現の歴史が想定され
る。どのような図像表現があったのか。勝手
な思いを表明させていただ くなら,次の機会
にはここまで手を広げて欲しいと著者にお願
いしたい。
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